
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭での生活リズムを整えて家庭学習を習慣化させよう 

 

◆ 活動の目的・趣旨 

学力検査において定着の状況が全国比を下 

回っている領域が多いこと、また、子どもの肥満 

傾向児出現率が、全国平均、青森県平均を上 

回っていることから、大間町の全小中学校にお 

いて「規則正しい生活習慣」と「学力の向上」と 

いう共通の課題を解決するために町全体で取り 

組んでいる。 

◆ 主な活動内容 

① 平成２５、２６年度には、町内の各小中学校 

の全児童生徒、並びに全家庭を対象として、 

「ノーメディア・チャレンジ」と「自立へのステップ・アップチャレンジ」を実施した。 

「ノーメディア・チャレンジ」はテレビやビデオ、携帯電話やＰＣ、テレビゲームをする時間を減らすなど、「メディア」

に頼らない生活ができるよう挑戦してみようという取組である。「夜９時を過ぎたらゲームをしません」など１０個のチ

ャレンジ項目を設定した。 

「自立へのステップ・アップチャレンジ」は、「自分のことは自分でできる力」を身につけることを目的に、我が家の

ルールを決めて取り組む活動である。「『早寝早起き朝ごはん』の生活習慣を確立する」や「歩いて登校する」など

の項目を設定し、身につけさせるために努力する経験を増やす活動を行った。 

② 平成２７、２８年度は、「早寝、早起き、朝ご飯（朝食）を」「～ながら勉強はしない。（テレビ、ゲーム）」など昨年度

まで実施していた内容を踏まえ、小・中学校の子どもたちの生活リズムを整え、家庭学習を習慣化していくことを目

的とした「家庭学習の手引き」を作成した。町内共通の手引きをもとに、各校の実情に合わせた内容を盛り込み、

各家庭に配布した。 

③ 児童生徒に歩いて登校してもらうため、交通安全指導よりも児童 

生徒への声がけにウエイトを置いた「あいさつ運動」を、保護者、教職 

員の他に町内会や声がけリーダー老人クラブ、婦人会の方々で行っ 

ている。時には町長も街頭に立って行っている。 

◆ 活動の成果と今後の展望 

① この活動により、朝食をとり、朝早く登校する児童・生徒が増えるな 

ど、生活リズムの改善がみられた。 

② これまでの取組により、家庭学習への意識は高まってきており、今 

後は、自分で課題を見つけて解決するなど、主体的に学んでいける 

ように、ひきつづき学校・家庭・地域が一体となり取り組んでいきたい。 

  

 
□ 幼稚園 □保育所 ■小学校 ■中学校 □高等学校 □中等教育学校 □特別支援学校 
□ 児童館 □公民館 □図書館 ■ＰＴＡ □子育て・教育支援団体、ＮＰＯ □企業・事業所 
□ 病院・保健所 □早寝早起き朝ごはん運動・家庭教育支援に関する実行委員会・協議会 
■ 行政（教育委員会）  □行政（保健・福祉部局） ■行政（その他の部局） 

■ その他（老人クラブ、婦人会） 

 

活動の名称 

団体等の名称 

活動に含まれる（連携している）団体等 

活動の概要 

生活リズムを整え家庭学習の習慣化を目指そう運動 

大間町学力向上研究会 


